
1. 女性の活躍推進について
⑴安心して妊娠・出産・子育てや
　介護がしたいという課題
⑵職場で活躍したいという課題
⑶意欲をもって起業したいという課題
⑷健康で安定した生活をしたいという課題
⑸安心・安全な暮らしをしたいという課題
⑹女性登用と女性活躍推進プロジェクト　
　チームの取組み
2. 児童福祉について
3. 障がい者支援について
4. シングルマザーの支援について
5. 健康寿命の延伸について
6. 子どもたちへのスポーツや文化の振興について
7. シルバー世代の活躍推進について
8. 商店街の活性化について
9. とやまブランドの発信力強化について
10. 市職員の意識向上について
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いくつかの答弁を報告いたします。
●まちなかに往時の賑わい戻すには？
◆公共交通や集客施設の整備を進めたことで、総曲輪通りの
歩行者数が10年前と比べて3割増加するなど、各種効果が表
れてきている。路面電車の南北接続完了後は人の流れが劇
的に変化するはず。南北接続が中心地に大きな効果をもた
らすと期待している。
●女性職員を積極的に管理職登用しては？
◆管理職に占める女性の割合は16.2%で、全国平均を上回って
いる。2019年度までに20％程度に引き上げるという目標を
掲げ、達成に向けて各種施策を推進していきたい。
●高齢者の健康促進や生きがいづくりについて
◆新年度から富大附属病院総合診療部の健康まちづくりマイ
スター事業を市が共同実施することに伴い、まちなかサロ
ンを市内に313人いる健康なまちづくりを推進する「健康ま
ちづくりマイスター」の活動の場に提供し、高齢者が乳幼
児と触れ合うイベントや高齢者の歩行教室などに活用する
ことを検討している。
●産後ケア応援室の事前の登録状況は？
◆妊娠28週目以降の母親から事前登録を受け付けており、1日
時点で8件の登録がある。妊娠28週に満たない人からも「ぜ
ひ利用したい」との声が30件余り寄せられており、徐々に
関心は高まってきている。
●こども発達支援室でカバーする人数は？
◆児童発達支援事業の利用を希望する支給決定者213人のう
ち、121人が市恵光学園を利用している。療育効果を上げる
には週1回の利用が必要だが、現状では定員を超えているた
め月1回程度しか使えない。こども発達支援室の整備によ
り、最大80人が週1回の利用が可能になる。
●障がい者支援について
◆2018年度に障がい者の就職を支援する「就労移行コーディ
ネータ」の設置を予定している。福祉的就労から一般就労
への移行を促し、障がい者の希望する就労の実現を後押し
する。
●犯罪被害者支援の取組みは？
◆とやま被害者支援センターが新年度から常勤相談員を拡充
することにしており、財政支援の充実に努める。
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